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資料－３

「水害に強いまちづくり」「地域の生き残り」のために、

特に必要な対策は？ 優先的に対応すべき対策は？

第３回 大規模水害対策ワークショップ

足羽川堤防決壊（福井県）H16.7
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ワークショップ実施

＜検討テーマ＞：私たちの大規模水害対策
・「水害に強いまちづくり」 「地域の生き残り」のために、

特に必要な対策は何か、優先的に対応すべき対策は何か

◆「意見カード」に記入

◆「透明シート」を用い
て意見交換（図示） 浸水深の時系列変化図 私たちの大規模水害対策

意見

発言

事務局

検討時間：約４０分間

模造紙
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堤防決壊後
３０分

堤防決壊後
１時間

堤防決壊後
２時間

堤防決壊後
３時間

堤防決壊後
６時間

堤防決壊後
９時間

堤防決壊後
１２時間

堤防決壊後
１５時間

備え その後被災直後

自助

共助

公助

ｷｰﾜｰﾄﾞ

誰が

いつ

何をするか
・特に必要な対策

・優先的に対応すべ
き対策

【参照資料】

①地域機能支障
（困ること）平面図

・緊急活動内容を記入
・被害の時系列変化を

記入
（テーブル図面）

②意見分類表
（参考資料－１）

③主な意見整理表
（参考資料－１）

通常の生活
に戻るまで

私たちの大規模水害対策（自助・共助・公助）

「自助」：自分自身がすること

「共助」：地域がすること

備え その後被災直後

自助

共助

何をするか
・特に必要な対策

・優先的に対応すべ
き対策

通常の生活
に戻るまで

私たちの大規模水害対策
いつ

模造紙

「公助」：行政等に助けてほしいこと

3

公助

意見 発言 ｷｰﾜｰﾄﾞ事務局

き対策

誰が

【対象者】

1)自助：個人（避難者、孤立者、災害時要援護者など）、事業者

2)共助：地域コミュニティー、自主防災組織、民間企業、学校、
医療・福祉関係機関、NPO、ボランティア、報道機関など

3)公助：国、地方公共団体、ライフライン事業者、道路管理者、鉄道事業者


